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西日本豪雨、台風 21 号、北海道胆振東部地震と大きな災害が続きます。被災された皆様

にお見舞い申し上げますとともに、一日も早く復旧されることを心よりお祈り申し上げま

す。 

さて、９月４日の台風２１号による強風のため、かつて主に金属系、一部資源系が使用し

ておりました建物（旧工学部６号館、現総合研究１３号館）玄関前の桜の老木が倒壊しまし

た。写真に示しましたように、この桜は見事な景観を提供してくれていましたが、無残な姿

となりました。この桜を惜しんで、水曜会として何かできないかとの声が上がりました。 
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水曜会ホームページ(http://www.suiyokwai.jp/)で、この桜に関する思い出などの情報提

供および倒木の利用法についてのご提案をお願いしましたところ、下に引用します「旧金属

系建物玄関前の桜の植樹」にありますように昭和 44年度卒業の有志によって植樹されたことが明

らかとなりました。昭和 44 年度卒業の方々から再植樹のご希望がありましたが、その案を

頂戴して、水曜会創立 120 周年記念事業として、再植樹を行うことといたしました。 

 

http://www.suiyokwai.jp/


・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

旧金属系建物玄関前の桜の植樹 

水曜会のホームページに掲載された，「旧金属系建物玄関前の桜・・・・」の記事を同

期生の連絡網の経由で知り，この桜についての情報をお求めとのことですので，植樹に関

わった一人としてその経緯を説明させて頂きます。 

 

当時，昭和 44年 3月の金属系卒業生は、卒業アルバム委員会を作り，アルバム作成の

ために会費を集めましたが，アルバムの完成後に残余金が出ましたので，それで植樹しよ

うということになりました。6号館の南側にあった生協の事務所の側に桜の木があったの

で「6号館の側にも桜を！」となり，委員会から依頼を受けて，小生の親戚の植木屋に頼

んで植樹してもらいました。 

アルバム委員会が大学当局に話をして植樹と場所の了解をとりつけ、委員会の世話人の

明智君，事務職員の方と小生が立ち会って植樹しました。卒業を目前にして始まった大学

紛争の影響で卒業式の開催も危ぶまれる中，卒業記念植樹とはめずらしいと思われたの

か、大学当局が立派な看板を作ってくれたのが印象に残っています。木製だったため，長

い年月の間に朽ち果てたようです。 

植樹のための穴を掘っていくと，土の中から薬品瓶やレンガのかけらなどが大量に出て

きて，こんな場所で無事に育つだろうかと心配したものでした。その後，立派に成長して

長い間，多くの人々の目を楽しませてくれていたと伺い，植樹に関わった一人として喜び

に堪えません。 

自然災害のためとはいえ，来年の卒業 50 周年を目前に倒れてしまったのは誠に残念で

す。今回，倒れた桜を加工して後々まで記念品として残こすことを，水曜会が計画して下

さると伺い，心から喜んでいます。 

（昭和 44年入会 池内建二） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

つきましては、水曜会員の皆様に，下記の通り寄附を募りたく、お願い申し上げます。集

まった寄附金は、桜の再植樹に必要な経費、記念品の作製、その後の維持管理のための基金

にあてさせていただきます。記念品といたしましては、保存しております倒木を利用して、

コースターなどの木工品に水曜会の銘を入れ寄附者の皆様に贈呈する、寄附者名を記入し

たプレートを作製し桜に添えるなどの案が既に寄せられています。さらに良いアイデアが

ありましたら水曜会までお寄せください。 

なお、植樹場所はエネルギー科学研究科の管理下であり、石原慶一研究科長(元水曜会長)

の承認など事務手続き上の問題はなく、また倒木は既に撤去され，整地されており，植樹の

準備は整っていることを申し添えます。 

以上、何卒よろしくお願い申しあげます。 

 



記 

 

水曜会創立 120 周年記念事業「旧金属系建物玄関前の桜の再植樹」寄附募集要項 

 

1． 寄附金の使途 

(1) 桜の再植樹に必要な経費 

(2) 記念品の作製および送料・設置費用など 

(3) 桜の維持管理に必要な経費（基金とする） 

2． 寄附対象者 

水曜会員およびその関係者 

3． 寄附金の額 

1 口 3,000 円とします。なお、金額の多寡にかかわらず，ありがたく承ります。 

(領収書、寄附金控除に係わる証明書の発行はいたしかねますので、ご容赦いただきま

すようお願いいたします) 

4． 募集期間 

植樹は新芽が開く前の平成 31 年春までに行う予定ですが、寄附はその後も継続して受

け付けます。 

5． 申込方法 

水曜会誌送付時に同封の振込用紙をご利用ください。 

そのほか、下記振込口座への振り込みも受け付けます。 

振込依頼人情報として、入会年・お名前をご記入ください。 

  ・郵便振替口座 01090-8-26568 

口座名 「水曜会」 

・みずほ銀行 出町支店 普通預金 1242526  

口座名 「水曜会」 

6．問合せ先 

水曜会事務局 

〒606-8501 京都市左京区吉田本町 京都大学工学部 水曜会事務局 宛 

e-mail：suiyokai あっと kumst.kyoto-u.ac.jp  

（メールを送信されます場合は、「あっと」を「@」に置き換えてください。） 

 

以上 


